
  

令和６年６月６日 

 

「佐渡島の金山」に係るイコモスによる評価結果及び勧告について 

お知らせします（概要） 

 

１．イコモスの評価結果 

○「佐渡島の金山」について、世界遺産登録を考慮するに値する価値があることは認められた。 

 ○その上で、イコモスからは「情報照会」という勧告がなされた（詳細は別添参照）。 

 ○政府としては、本年７月にインドで開催される世界遺産委員会において「記載」決議とすべ

く対応。 

（参考１）国際記念物遺跡会議（イコモス） 

   ICOMOS（International Council on Monuments and Sites）。文化遺産の保存・修復等を行う

国際非政府組織（NGO）。1965年設立、本部パリ。 

 （参考２）イコモス勧告の４つの区分 

記  載：世界遺産一覧表に記載。 

情報照会：追加情報の提出を求めた上で、翌年の委員会以降の審議に回す。 

記載延期：より綿密な調査や推薦書の本質的な改定を行い、推薦書の再提出が必要。 

不 記 載：世界遺産一覧表に不記載。 

  （参考３）昨年の世界遺産委員会における「情報照会」勧告となった資産の決議結果 

   昨年の世界遺産委員会において「情報照会」勧告を受けた文化遺産６件は、全て昨年の世界遺

産委員会において「記載」決議となった。 

２．文部科学大臣談話 

○「佐渡島の金山」に係るイコモス評価結果に対する文部科学大臣の談話を公表（別添参照）。 

３．今後の予定 

○第 46回世界遺産委員会（令和６年７月 21日～31日、インド・ニューデリー）において、上

記イコモスの評価結果を踏まえ、最終的に世界遺産への登録の可否が決定される予定。 

 

 

 

＜担当＞ 文化庁文化資源活用課 

文化遺産国際協力室長  大川 晃平 

主任文化財調査官  西  和彦 

世界文化遺産推薦係長  中谷 一穂 

電 話：03-5253-4111（代表）内線 5091、2877 

 我が国が世界遺産へ推薦している「佐渡島の金山」について、世界遺産委員会の諮問機関

である国際記念物遺跡会議（イコモス）による評価結果が通知され、その具体的な内容を整

理しましたのでお知らせします。併せて、評価結果に対する文部科学大臣の談話をお伝えし

ます。 



（別添） 

イコモスの評価結果及び勧告の概要 

（「佐
さ

渡島
ど

の金山」） 
 

① 顕著な普遍的価値（ＯＵＶ） 

 イコモスは、本推薦資産が、他の地域で機械化が徐々に導入されていた時期に、

完成された手作業による採鉱と製錬技術を継続したアジアにおける他に例を見

ない事例として世界遺産一覧表への記載を考慮するに値する価値を有すると考

える。 

 

② 勧告 

イコモスは、情報照会を勧告し、以下の点について追加情報を要請する。 

・完全性・真実性の条件を満たすために、江戸期より後の証拠が大部分を占める相

川上町の北沢地区（下山之
しもやまの

神
かみ

町
まち

・坂下町
さかしたまち

・北沢町
きたざわまち

・弥十郎町
やじゅうろうまち

）を資産範囲から除

き、推薦資産の範囲を修正すること。 

・構成資産「相川鶴子金銀山」の緩衝地帯を沖合いに拡張させること。 

・鉱業権の所有者が、推薦資産又は緩衝地帯の範囲内において商業採掘を再開し

ないという明確な約束を示すこと。 

 

③ 評価 

（１）適用する基準について 

○ イコモスは、本推薦資産が、他の地域で機械化が徐々に導入されていた時期

に、完成された手作業による採鉱と製錬技術を継続したアジアにおける他に例

を見ない事例として世界遺産一覧表への記載を考慮するに値する価値を有する

と考える。世界遺産として合致する基準は（ⅳ）である。 

○ イコモスは、文化的伝統を示す比類ない物証が十分にないため基準（ⅲ）は 

当たらないと考える。ただし、基準（ⅲ）を示すものとしていた生産体制や町並

み等の管理に係る遺構は基準（ⅳ）に該当するものと考える。 

 

（２）完全性について 

イコモスは、北沢地区は、江戸期における採鉱技術と社会文化システムを反映

していないので、当該地域を資産範囲から除き緩衝地帯にした場合に完全性が満

たされると考える。 

 

（３）真実性について 

 イコモスは、北沢地区は、江戸期における採鉱技術と社会文化システムを反映し

ていないので、当該地域を資産範囲から除き緩衝地帯にした場合に真実性が満た

されると考える。 



（別添） 

（４）比較分析について 

イコモスは、本資産を世界遺産一覧に記載するための適切な比較分析が行われ

ていると考える。 

 

（５）保存状況について 

○ イコモスは、相川上町などにおいて近年の開発が見られるものの、資産全体の

保全状況は良好であると考える。 

○ 記録類の保存状況は良好である。 

 

（６）資産に影響を与える要因について 

イコモスは、資産に影響を与える主な要素は地滑り、植生の繫茂、森林火災、森

林の過伐採、洋上風力発電施設の設置であると考える。 

 

（７）コミュニティの参画 

 イコモスは、推薦資産に関する更なる調査、提案されている顕著な普遍的価値お

よび包括的な歴史の発信において、地域コミュニティが参画することが肝要であ

り、長期的に担保されるべきと考える。 

 

④ 追加的勧告 

イコモスは、締約国が以下の事項について配慮することを併せて勧告する。 

ａ）「相川鶴子金銀山」の緩衝地帯全域を重要文化的景観に選定し、保護措置を

強化すること。 

ｂ）事業規模ではなく、提案されている顕著な普遍的価値に対する潜在的影響に

基づいた遺産影響評価の仕組みを、景観計画に組み込むこと。 

ｃ）将来にわたって、考古学的調査が一貫した学術的見地から行われるよう、長

期的な調査戦略を構築すること。 

ｄ）地下遺構への影響が最小限となるよう、森林管理のガイドラインを策定する

こと。 

ｅ）鉱業採掘が行われていたすべての時期を通じた推薦資産に関する全体の歴

史を現場レベルで包括的に扱う説明・展示戦略を策定し、施設・設備等を整え

ること。 

ｆ）収容力調査の実施及び来訪者管理戦略の策定を行い、観光客の増加が推薦資

産に負の影響を与えないようにすること。 

ｇ）包括的保存管理計画より前から運用されていた計画を見直し、それぞれの内

容が、提案されている顕著な普遍的価値の長期的な保全と一貫しているか確

認すること。 

ｈ）かつて採掘が行われたことが明らかになった区域について、将来、国の史跡

として指定することを配慮すること。                   

   以上 



（別添） 

「佐渡島の金山」に係るイコモス評価結果に対する 

文部科学大臣談話 

 

 

 今般、我が国が世界遺産登録を目指している「佐渡島の金

山」について、世界遺産委員会の諮問機関である国際記念物

遺跡会議（イコモス）の評価結果が通知されました。 

 

 イコモスからは、「佐渡島の金山」について世界遺産登録

を考慮するに値する価値があることは認められました。 

 その上で、価値をより明確にすることや、保護措置をより

強化するための指摘等がなされ、「情報照会」という勧告と

なりました。 

 

 文部科学省としては、勧告を真摯に受け止め、本年７月に

インドで開催される世界遺産委員会において登録されるこ

とを目指し、今後、速やかに関係省庁、新潟県、佐渡市と連

携し、イコモス勧告への対応について検討していきます。 



西三川砂金山

相川鶴子金銀山

①【西三川砂金山】

（鶴子銀山）

（相川金銀山）

【構成資産】 ①西三川砂金山 ②相川鶴子金銀山

【概 要】
17世紀における世界最大の金生産地。
16～19世紀にかけて世界中の鉱山で機械化が進む中、伝統的手工業
による生産技術とそれに適した生産体制を深化させ、鉱山の特性に応じ
て採掘した金生産システムを示す遺構。

「佐渡島の金山」について
さ ど

にしみかわさきんざん あいかわつるしきんぎんざん

新潟県佐渡市

②【相川鶴子金銀山】




